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会長の時間 

 

8月 15日終戦記念日が過ぎましたが、今夜は
ナチの手から 669人のチェコのユダヤ人の子
どもたちを救ったロータリアンのお話をした
いと思います。その人は、英国のサー・ニコ
ラス・ジョージ・ウィントン氏です。彼は証
券会社に勤めるサラリーマンで、29歳の時、
休暇で大戦直前のチェコを訪れました。そこ
で、彼はナチの迫害を受けているユダヤ人の
惨状を目撃。せめて子どもたちだけでも救お
うと決心します。先ず、各国の首相に手紙で
訴えますが、なしのつぶて。唯一母国の英国
だけが、条件付きで、入国を認めてくれたそ
うです。ニコラス氏は、次々と親に連れられ
て、彼のもとを訪れるチェコのユダヤ人の子
どものリストをつくり、写真も添えて資料を
持って帰国します。英国に着くと直ぐに、リ
スト全員の子どもたちの里親探しに奔走しま
した。なんとか、ビザや書類を整え、２００
人、２５０人と子どもたちを英国に連れてく
ることが出来ました。プラハ駅での親子の別
れ、父や母との別れを嫌がる我が子に「今こ
の国で、何が起こっているかわかるでしょ
う。向こうに行けば、学校に行ったり、遊ん
だりできるんですよ。幸せになってね」と、
どの親も我が子の無事と幸せを祈って見送り
ました。その親たちは、その後全員死亡して

しまいました。子どもたちは、途中でナチの
兵士たちに遭遇しないよう、オランダ経由で
ロンドンに到着。その時、イギリスのマスコ
ミは大きく取り上げたそうです。ニコラス氏
はスクラップブックにその全ての記録を残し
ました。彼はプラハでの虐待と戦火の中、ユ
ダヤ人強制収容所に送られようとしていた、
ユダヤ人の子ども６６９人を救いました。し
かし、彼は「救出することが出来なかった子
どもたちに申し訳ない」と戦後この救済活動
のことを一切、語ることなかったそうです。
５０年後１９８８年、自宅の屋根裏部屋でス
クラップブックを奥さんが発見します。何も
知らなかった奥さんは友人にそのことを話
し、友人の一人が BBC（イギリスの放送協
会）に話したところ、BBCの努力で６６９人
のうち２５０人と連絡が取れ、ニコラス・ウ
ィントン氏と救済された子どもたちの対面の
企画がサプライズで開催されました。舞台は
英国の BBC番組。席には多くの観客と共に座
るニコラスさんの姿。司会者が「この中で、 

ニコラス・ウィントンさんに助けられた人は
立って」と話すと、多くの人が次々と立ち上
がり、感動の涙にむせたそうです。救われた
子どもたちは５０年以上の年を重ね、その家
族も入れると 6,000人以上になっていまし
た。暖かい心を持ち、同時にアイデアマンで
あり、実行の人であったニコラス氏は次のよ
うに語っています。「一見不可能なようでも、
必ず道はある。もし人がそれに全身全霊を注
ぐと決心したら」ニコラス氏は「イギリス・
メイデンヘッド RC」の元会長を務められ、

2003年エリザベス女王から勲章もおくられ、
チェコ共和国によってノーベル平和賞にも推
薦されました。平和の推進と紛争解決に尽く
したロータリアンにあたえられる「ロータリ
アン平和の殿堂」の称号もおくられました。
今夜は、8月終戦記念日もあったということ 

で平和に一生を捧げられたロータリアンの 

話をいたしました。

 

 

 



例会風景 

 
三線を演奏してくれた明堂杏奈ちゃ
ん（本庄市北泉小学校５年生） 

 

新会員挨拶 田島正明会員 

 

 

新会員挨拶 青木貴彦会員 

 

新会員挨拶 井上秀一会員 

 

 

新会員挨拶 佐藤智子会員 

 

新会員挨拶 脇島正会員 

 

ニコニコＢＯＸ フリーメッセージ 
本日は有難うございます                         長崎隆司 

定番メッセージ  夜間例会楽しんで下さい。 

五十嵐敦子 金井福則 渋谷修身 茂木聡 坂本雄一 佐藤智子 浅香匡 有山幸雄 
鈴木純 春山茂之 斉藤一英 佐藤賀則 滝澤博史 巴高志 池田敦司 青木貴彦  
笠原勝 坂本優蔵 野田貞之 矢島淳一 今井善彦 橋本和也 永井保之 金子章 
田島正明 土屋進 須永秀和 戸谷清一 渋澤健司 政裕美子 高橋順容 井古田悦男 
井河彰久 織田裕之 堀野健太 井上秀一 髙橋福八 髙橋祐介 中村孝 齋藤次見 

会員数 出席免除会員 出席義務会員数 出席会員数 M・U数 出席率 

78 3 75 42 21 84.1％ 

次回プログラム発表 

9月 6日 第 1例会 2673回例会 点鐘 PM12：30分 
場所：埼玉グランドホテル本庄 
卓話例会 卓話者：小西康雄様（埼玉県教育市町村支援部副参事） 
テーマ：「高校生の就労体験活動を通じて見えてきたきたもの」 

公共イメージ委員会 高橋順容委員長・堀野健太副委員長・戸谷清一会員・橋本和也会員 
■例会日 毎週木曜時 12：30～13：30     ■例会会場 埼玉グランドホテル本庄 
■事務所 埼玉グランドホテル本庄 700号    Eメール honjorc@themis.ocn.ne.jp 

〒367-0041 本庄市駅南 2-2-1          ホームページ 
  TEL0495-22-7522      http//www.globals.jp/hp/HRotary/index.html 


